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■ ２０１２年９月アルコール関連学会（札幌）に参加して 
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２０１２年９月７日(金)と８日(土)に札幌コンベンションセンターで開催されたアルコール・薬物依存関連学会合同学術総会に参加した。

今回はアルコール関連の３つの学会が「連携と発展」をテーマに合同でシンポジウムや研究発表を行うものだった。 

 Ａ類常任理事 金杉和夫 
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「アルコール・薬物医学会」は精神科、内科、公衆衛生、法医学、

薬理学など幅広い分野の研究者が集まる学術的な伝統のある学会

である。「アルコール関連問題学会」は全国の医師・看護師・ソーシ

ャルワーカーを対象に久里浜の国立アルコールセンターで行われ

てきたアルコール医療の研修に参加した OB を中心に開催されてい

た研究会が学会に発展したもので、アルコール医療に携わる多職

種の治療者が集まる実践的な発表の多い学会である。「依存神経

精神科学会」は「アルコール精神医学会」と「ニコチン・薬物依存研

究フォーラム」が合併して出来た、依存症と依存の仕組みの研究を

行う精神科や精神薬理の専門家が集まる研究団体である。 

アルコール医療の分野の治療者や研究者が一堂に会し、様々な

研究や意見を聞くことの出来る有意義な交流の場となった。私が聞

いた発表の中から印象に残った内容をあげて見よう。 

大会長の札幌医大法医学松本教授の講演「飲酒関連死をどう減

らすか」では、日本で法医解剖される年間 2 万体の遺体の半分の 1

万体からアルコールが検出される、飲酒が原因の病気を含めると少

なくとも２～３万人は飲酒に関連した死亡である、アルコールは脳挫

傷後の脳浮腫を増大させ死亡率を高めている。飲酒者の頭部外傷

は軽そうに見えても死亡することが多いということだ。 

「依存とアディクションの心理療法」のシンポジウムは前のＡ類理

事の大河原先生が座長、田辺先生がコーディネーターだった。田

辺先生は、酒を断てるような人間に変わる過程をどう支えるかが治

療の本質で、集団精神療法は自分と同じ病態を持ち、同様の行動

や人生体験をした当事者が語る話を、今ここで見聞きしながら内省

できる利点があるという。久里浜医療センターの中山先生は、２期治

療に認知行動療法を取り入れて，飲酒欲求や再飲酒の対処法など

具体的な断酒方法の検討をわかりやすい表現や具体例で自己洞

察させている。岡山県精神医療センターの河本先生は、アルコール

依存症者は罪悪感に捕らわれ苦しむが、内観療法の保護的な枠組

みの下で罪悪感を深化し、酒害と自己の欠点をありのままに受容し

た時の平静な心の状態（懺悔心）に転化することが出来るという。田

辺先生はミーティング、中山先生はスポンサー、河本先生は棚卸し

と１２のステップというＡＡの方法にそれぞれ似通った治療法をして

いると思った。 

「拡がるアディクション」のシンポジウムでは、久里浜医療センター

の三原先生が若者に拡がる携帯ゲームなどのインターネット嗜癖、

榎本クリニックの榎本先生が痴漢、盗撮などの性依存症、赤城高原

ホスピタルの竹村先生が万引きなどの窃盗癖、皮膚科の細谷先生

がアトピー性皮膚炎の搔破（そうは）行動依存について、最近問題

になっている新しいアディクション問題への先進的な取り組みを紹

介した。 

 「新規依存治療薬の探求」のシンポジウムは高度な研究発表で

不勉強な私には理解できない内容も多かったが、若い研究者が真

摯に新しい治療薬の開発に取りくむ姿勢に感動した。ある抗生物質

が覚醒剤関連精神障害の予防薬・治療薬として有望である、細胞

膜からカリウムを取り入れるＧＩＲＫチャンネルを阻害する

一部の向精神薬が再飲酒リスクを低くし断酒率を高める、覚醒剤精

神病のマウスの脳で増加している３つの物質の変化が組合わさって

薬物依存が形成されている可能性が高いなど興味深い結果が報告

された。 

ＡＡは会場で書籍販売と宣伝活動を行い、ＪＳＯは「地図で見る医

療機関及びリハビリ施設とＡＡの分布」を発表し、アルコール医療に

携わる若いスタッフたちと交流を深めることが出来た。 

 

■ 常任理事会より 
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上半期活動について 

常任理事会 議長 服部 
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メンバーの皆様には日頃のサービス活動に敬意を表します。今

夏も大変暑い日が続き本当にお疲れさまでございました。 

早いもので東北大震災からは一年半が過ぎようとしています。被

災された方にはお見舞いを申し上げます。一日も早い復旧、復興が

進みますよう心より願っております。 

さて表題のテーマをいただき、議長として上半期のご報告をさせ

ていただきます。今年から議長職が 1 月 1 日から１２月末までと任期

が変わり、年初の評議会は新議長が務め、前議長は４月迄の残任

期を引継ぎにあたり補佐する、その後、新議長は４月の新体制での

第１回常任理事会に臨んでもらう。この方法ですとスムーズに議長

職が移行できるのではないかと考慮した任期変更で就任致しました。

よって上半期の４月から９月迄の主な活動をご紹介いたします。 

２月の評議会では新議長としてハラハラドキドキでしたが、スムー

ズな運営もあり、無事に終了しました。そして新しい理事が決まり、ホ

ッとしての新体制での常任理事会。すでにニューズレター１５４号に

於いて挨拶があった通り、全体サービス選出 中山さん(JSO・BOX

担当)、東日本圏選出 中村さん(企画担当)、全国選出 星さん(矯

正・評議会担当)の３名が新理事として参加してくれました。 
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皆さんは既にサービス経験の豊富な方達ですので、４月着任

早々から活発な活動を展開しており、私の就任時を思いますと、即

戦力になる行動力にはいつも驚かされています。 

さて本題ですが議長就任からの一番の懸案は財務問題でした。

昨年の１０月頃は、このままの収支を継続すると２４年春には運営に

支障を来たす可能性がありました。就任時、それは困ったな、この時

期の議長は嫌だな、と正直思ったものです。ご存じのように皆様のご

協力のお陰をもちまして、この予想は回避されております。本当に

感謝申し上げます。 

それでもまだ手放しで安心ができるという状況ではありません。

皆様の元へは財務担当理事から７月現在、全体サービス運用可能

金額は約４７５万円という報告が届いているかと思います。献金額の

減少、書籍・ＢＯＸの頒布額の減少などに歯止めがかかっていると

は言えず、縮小した予算の中でも厳しい状況に変わりがございませ

ん。社会情勢などを考えると大変心苦しいのですが、メンバーの皆

様には引き続き全体サービスへのご支援を重ねてお願いする次第

でございます。 

その中でＪＳＯ業務はここ数年の課題でした業務整備と改善につ

いて、所長代行の増田さんの指示のもと、会計処理において新会

計システムへの移行を目指していました。会計担当の村田さん(ノ

ン・アルコホーリク)という適任者を迎え、順調に構築され、現在もス

ムーズに行なわれていることをご報告いたします。 

日常業務の整備については、少人数で行なっていかざるを得な

いＪＳＯ業務です。効率面も考えなければなりません。また作業のマ

ニュアル化で、職員の不在または退職時に滞りのない業務ができる

ような対応も必要でしょう。田崎さん、新井さん、吉村さんの職員さん

たちの協力を得ながら今後も進めていただきたい作業だと思ってい

ます。 

さて、常任理事会活動についてですが、各理事からのご報告が

より正確ですが、議長として報告を受けた中での何点かの報告とお

願いを申し上げます。 

イベント関係では４０周年記念行事がすでに関東に於いて実行

委員会が立ち上がっています。その中で常任理事会からはＮＰＯ法

人名の活用をお願いしています。ＪＳＯがＮＰＯ法人に移行後、社会

的なアピールがまだ足らないのではないかという点からも積極的に

活用して行きましょうとの発案で検討した結果です。様々な議論が

あることは重々承知しておりますが、何卒ご理解をいただきたいと思

っております。 

広報部門では１０月に仙台で市民フォーラムが 7 地域広報交流

会と二日に渡り開催されます。東日本大震災後のアルコール問題

に対して、専門家の皆様と共に、ＡＡに何が求められ、何ができるの

か、新たな活動方針が示されることでしょう。その中でトピックのひと

つに小児科の岩城先生のご講演があります。テーマは『「子供の村 

東北」への道』です。ＡＡに小児科の先生？と思われるかもしれませ

んが、二次的なアルコール問題を考えますと社会的にも関心の高

いテーマを頂戴しております。 

更に矯正部門では、東北地域において、来年夏頃の開催に向

け、全国矯正・保護施設メッセージ・フォーラムの実行委員会が設け

られました。特に矯正関係はイベント経験者も少なく、関係機関へ

のコンタクトなど手探りの状態から始まる部分も多いかと思いますが、

すでに３回の実行委員会が行なわれており、今後もよろしくお願い

したいと思います。 

私はつながりたての頃、周りのメンバーはメッセージ、広報にと良

く活動しているのにメンバーが増えないのはなぜだろう？対社会的

な活動が必要なのかもしれない、全体としての取り組みがより必要な

んだろうとは思っていました。今、常任理事会はその頃の希望や疑

問に答えているのだろうかと自分に問いかけると、恥ずかしながらま

だまだと言わざるを得ません。それでも上半期において、すでに厚

労省への訪問、日本アルコール関連問題学会への参加、日精診研

修会松島大会での広報活動、他のＮＰＯアルコール関連団体へ訪

問と情報交換など、外部へ向けた常任理事会活動が積極的に行な

われております。 

最後に、現在の常任理事会には東京在住の理事がおりません

ので、急な会合や、ＪＳＯ内での打ち合わせを行うことが、時間や距

離の面から難しいことがあります。いかんせん電子メールなどでは

「これ以上の意見交換は無理」という側面もあり、これまで以上に連

絡や調整を密にして、皆様のご意見を頂戴しながらの常任理事会

運営が求められるのではないかと考えています。 

これからも全体サービスへのご支援とご理解をよろしくお願い申

し上げます。 

 
■ 各地域より 
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サービスワークショップを開催して 

 ニュー鹿児島グループ トーゴ 
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日時：２０１２年８月２５日～２６日 

場所：鹿児島市天台宗寺院 

テーマ：楽しく…概念・伝統 

私は２年前に西日本圏選出Ｂ類常任理事に選出されたのですが、

まだ就任のご挨拶をしておりませんでした。この機会に自己紹介を

させてください。現在、出版担当をさせて貰っていますＢ類常任理

事の前田と申します。頑張って残りの任期をグループメンバーのた

め務めさせていただきたいと思っています。 

私たちグループは、例年鹿児島地区オープンスピーカーズミーテ

ィングの前日にステップセミナー、あるいは伝統セミナーをやってき

ました。今年は鹿児島地区３０周年が行われる為、オープンスピー

カーズミーティングは中止となりました。ビジネスミーティングで今年

はどうするか話し合い、グループ独自で別の日に２日間やってみよ

う、概念をやってみようと言うことに決まりました。たった６名のグルー

プが２日間のイベントを行うことは不安でしたが、でもやろうという気

持ちが勝ちました。 

イベントを開催する時にどうしても避けて通れないものが、お金で

した。参加費を抑えていけばどうしても無理が出ることが多かった。

そこで、グループ基金をやろうということになり、それからミーティング

会場に献金箱とグループ基金箱の２つを置きました。 

セミナー会場は、例年お世話になっている鹿児島県の天台宗寺

院でした。そこの修練道場は、３０名くらい宿泊できるが布団が１５組

しかない。夏だし雑魚寝でいいだろうから２０名募集しようと言うこと

になりました。ＢＯＸ－９１６に掲載したところ３５名応募が有り、女性

も１２名ありました。雑魚寝と言う訳にもいかず、貸布団１０組とタオル

ケット１０枚を慌てて借りる段取りしました。資料のコピーを４０部、参

加記念品も４０個を用意しました。予算をだいぶオーバーしましたが、

基金をしていたことに安堵しました。 
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また女性６名がホテルで宿泊することになったと連絡が有り助かり

ました。なんでも女性地域構成メンバーが揃うことが滅多にないので

良い機会だということでした。 

参加者も元常任理事、評議員、地域構成メンバー、地区構成メン

バー、これからサービスに参加していこうというメンバーと、多士済々、

嬉しいものでした。体調を崩してＡＡを長く離れておられたＡＡ草創

期のメンバーにも参加していただきました。嬉しい経験と力の分かち

合いとなり、２日間楽しく和気あいあいと行われました。参加者全員

が一体となってお手伝いいただきました。私たちグループのメンバ

ー何名か体調不良により不参加でしたが、無事にワークショップが

出来たことに感謝しております。そして、これからこのような概念をテ

ーマにワークショップやってみようと考えている全国のグループへの

良いメッセージになれたのではと思っています。 

１２の概念といえば難しいものと考えていましたが、１２の概念だけ

「ワールドサービスのための」と冠詞が付いていることに改めて気付

かされました。ワールドサービスとはグループまでを含む全ての考え

方と思いました。 

全体サービスに長年携わってこられた方が「サービスの役割をす

る人たちは、要求されることが多い割には、尊敬を受けないし、感謝

もされない。むしろ、文句を言われる事のほうが多い役割だ。だから、

次の役割に付いてくれる人がなかなか見つからない。解決はないの

だろうか」と、心配されていたことを覚えています。私はその解決法

が、１２の概念だと思いました。 

今回の参加者から来年も是非やってほしいとの声もあり、必ずや

ろうとグループで話し合いたいと思いました。 

最後に、参加してくださった皆さんにグループメンバー一同感謝

しつつ、これからもＡＡの発展に寄与されること願ってやみません。 
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２０１２年ＡＡ北海道地域ラウンドアップ 

 実行委員会 ワトソン 
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日時：２０１２年８月３１日～９月２日 

場所：上川郡層雲峡温泉 

テーマ：ふりかえるべ/一歩を踏み出せないなら半歩から 

 

２０１２年ＡＡ北海道地域ラウンドアップに実行委員として参加させ

ていただいた経験を話します。 

私自身２回目、宿泊は初めてのラウンドアップでした。２年前、関

東から北海道の旭川市に移住してきたのですが、AA グループが活

動していないとのことで、札幌に住む仲間の協力のもと、昨年５月に

グループ立ち上げをしました。そのときに、旭川の近くでラウンドアッ

プをやってみないかと提案をいただき、実行委員に参加することに

なった次第です。 

当日は約１１０名の仲間が参加し、朝から晩までミーティングのプ

ログラムで、真剣な印象がありました。回復したいという意気込みが

参加者から感じられ、同じ志がハイヤーパワーの導きのように思えま

した。 

ＡＡにつながって間もないころ仲間の分かち合いを聴くと、“昔の

情けない自分をリアルに話してばかりで湿っぽいな”と感じていたの

ですが、今は昔の情けない自分を話せるということは、過去の自分

を許して現在の自分と統合でき、よい方向に向かっているのだなと

前向きに聴こえるようになりました。自分を振り返る大切さを学びまし

た。 

ラウンドアップのプログラムに組み入れたパブリックミーティングで

は札幌、苫小牧、旭川から講師の先生を招き、医療の専門的見地

からお話をいただきました。病気の部分の理解が深まり、ミーティン

グ参加の重要性を再認識しました。また講師の医師から、スピリチャ

リティの解釈が聴けてこれも驚きでした。よき理解者が北海道には居

ると自信ができました。 

立ち上げた旭川グループの周知活動のために近隣である層雲峡

でラウンドアップを開催していただいたのですが、地方においてＡＡ

の知名度は低く、活動は容易ではありません。行政、医療機関との

連携なしに、メンバーを増やすのは困難です。今の私にできるのは、

ミーティング会場を継続して開くこと。そして個人的な経験を分かち

合い、回復を通して学んだ経験、喜びを分かち合うこと。社会的資

源として地域に受け入れられるよう、信頼を少しずつ築き、アルコー

ルで苦しむ仲間の助けになれるよう、活動していくことです。 

最後にあまり実行委員には参加できませんでしたが、また参加さ

せてください。この次は実働部隊としてがんばります！ありがとうござ

いました。 
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淡路島なら車でたった一時間半です 

おのころグループ  理恵 
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アルコール依存症の理恵です。おのころグループです。2003年6

月に最初のＡＡミーティングに参加し、8月から今のソーバーが始ま

りました。私の地元は恵まれた環境のおかげで、最初から毎日ミー

ティングに参加する事が出来ました。先行く仲間達が、ミーティング

場をあけ続けて下さったから、私は命を助けて頂きました。AAプログ

ラムを通し新しい生き方も与えてくれました。 

ソーバー6ヶ月で最初のホームグループの仲間から、グループチ

ェアの役割があると聞いた時、会場をあける係りの人がいるのを知り、

何にも疑問に思わずミーティングに参加していた自分に驚きました。

誰が準備してどんな風にグループが運営されているのか、まったく

知らなかったのです。ミーティングに行けば必ず仲間がいるのは、

会場を予約したり準備をする人がいたからなんですね。 

当たり前のことなのに、本当に気付きませんでした。そして、チェ

アというのはよくわからないけど、会場の鍵をあければよいのだ、と

いうぐらいの気持ちで引き受けてしまいました。これはサービスです

よと言われても、私という当てにならない人間が、半年間も毎週毎週

ミーティングをあけるなんてことを、出来るかどうかとても不安でした。 

でも、先行く仲間が見守りながら根気よく、ひとつひとつ手渡してく

れました。いつ飲むか、いつまた逃げだすか心配だったのに、会場

の予約やらオフィスへの連絡、司会やコーヒーの在庫確認などを気

にしている時は、飲む事を忘れていました。グループに入り役割を

与えられ、グループというのは伝統を実践し運営されている事がわ

かりました。どんな風にしたら新しい仲間が来やすいかや、どんな事

がグループとして出来るのか、それから、AA共同体って何？と、

色々な事にも興味が湧いてきました。 

グループのミーティング以外で、仲間達がいろんなサービス活動

をしている事にも気付きだしました。オフィスボランティアやエリア情

報の発送、地域集会の受付、書記、代議員やらなんたら委員、地域

イベントの実行委員会などなど、たちまち夢中になりました。みごと



4 
にピンクの雲にのったのです。神風が吹いた！と思いました。 

チェアの後は女性ミーティングの会場探しや会計を引き受け、病

院メッセージにも参加し、スポンサーシップも積極的に取り組み始め

ました。グループを移り代議員になり、ソーバー3年を迎え順調に上

手くいってると慢心していた頃、身体の病気で手術を受け半年ほど

入院したのがきっかけで、全てのサービスを手放しました。 

その後も、別の病気で四回の入院、二回の手術を受け三年ほど

はミーティングすら満足に行けない状態が続きました。辛かったです。

でも、そのおかげでサービスへ取り組む姿勢を根本から変えられま

した。どんな時も、AAがあったから、色々な出来事を乗り越えられま

した。 

AAで助けられたのだから、AAの為に何かをやろう、昔の私の様

に苦しんでいる仲間が待っている。やってみよう。そう、単純に思い

ました。これは神様の恵みでした。私がやる、私がやってやるから、

私に出来ることをさせてもらえる、に変わりました。ほんの小さな事こ

そ喜んでやりたい、感謝の気持ちを伝えたい、もし出来ないならそ

れも仕方ないと思いました。 

初心に戻り一からサービスをやろうと、2010年ラウンドアップの実

行委員に途中から参加しました。場所は淡路島でした。過去には、

淡路島でイベントをしたり、島出身の仲間がメッセージを運んだ事が

あるとは聞いていましたが、ミーティング場所はまだありませんでした。

他にも、是非淡路島にミーティングを、という仲間がメッセージ活動

をしていらっしゃったそうです。私がAAにつながる以前の話を伝え

聞いただけですが…。 

そして、ラウンドアップがきっかけで、淡路島に広報活動が再開し

ました。その時に、仲間の中で淡路島ミーティングへの関心も高まり

ました。いつかは淡路島にAAプログラムを届けたい、という思いを温

め続けてきた仲間達が集まりました。おのころグループ立ち上げの

準備が2012年1月から始まりました。 

私は今年の1月から3月までオアフ島に滞在していた時に、おのこ

ろグループに参加しようと気持ちが決まりました。ハワイで毎日ミー

ティング三昧を楽しみ、こんなオアフ島みたいな小さな島国でも、こ

れだけのミーティングがある事に感激していました。本土から仲間が

メッセージを運んできた経験を伺う機会がありました。そして、OSM

の為に、わざわざカリフォルニアからスピーカーが来ていました。 

実際、島国にメッセージなんて、個人的には遠いしお金もかかる

し本当に大変でしょうが、でも、それを楽しんでやっているのがわか

りますし、見ている方もワクワクします。それで私も淡路島なら、と思

ったのです。場所もタイミングもピッタリでした。明石海峡大橋のおか

げで、車でたった一時間半ですし、ホームグループを抜けていたか

らです。 

3月には10名ぐらいで具体的な内容を検討、月に一度から二度、

集まり4月には医療、行政へ広報に行き、5月にはおのころグループ

として産声をあげました。6月に、チェア、会計等も決まり、そして

2012年7月29日が第一回目のミーティングで、関係者を含め、50名

以上が参加されました。 

まだ苦しんでいるアルコール依存症者にメッセージを運ぶ事を第

一に、これからも今日一日づつ、行動して行きたいと思います。サー

ビスは、特別な難しいものではありませんでした。目の前にある、ほ

んの小さな事から始まりました。 

 

 

 

 

会場の椅子を並べた時、コーヒーのお湯を沸かした時、私のサー

ビス活動は始まっていました。仲間の役に立つ何かをやることで、自

分の命が助けられていることが経験でわかりました。 

毎日の生活は平穏ばかりでもなく、怒ったり悲しんだり、辛い事も

嫌な事もあり、文句も言います。でも、今、生きている事が幸せです。

だから感謝です、と言うだけではなく、サービス活動で、「ありがとう」

を伝え続けたいですね。ありがとうには愛がこもっているし、サービス

は愛のあらわれだと私は感じています。 

先行く仲間が伝えて下さった愛とサービスを伝える、それが「私の

責任」なんですね。おのころグループを通して、淡路島でまだ苦しん

でいる仲間へと、AAの愛の手が届きますように。ありがとうございまし

た。 

 

■ ＪＳＯより  
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「平安の祈り」はどのようにＡＡに広まったのか？ 

 

作者についての論争は長年に渡るもので、いまだにはっきり

とは分かっていません。おそらく、ラインホールド・ニーハー

博士（有名な神学者であり、長いあいだＮＹ市のユニオン神

学校の学部長兼応用キリスト教学の教授を務めた）によるも

のと思われます。ＡＡとの出会いは、１９４１年のＮＹトリビュー

ン紙にこの祈りが掲載されたときのことです。ＡＡの最初の事

務局長であったノンアルコホーリクのルース・ホックは一目見

てとても気に入ってしまいました。あるスタッフが、その祈りを

小さなカードに印刷してＡＡメンバーに配ってはどうかと思い

つきました。 

１９４１年６月１２日、ルースはワシントンＤＣの印刷業者であ

るＡＡメンバー、ヘンリー・Ｓに手紙を書きました。「ある地方

紙の切り抜きがとても的を得ているため、ＮＹのメンバーたち

は非常に気に入ってしまいました。財布に入れられる名刺サ

イズのカードとして印刷するには、どのくらい費用がかかりま

すか？切抜きを送ります。お返事が早いほど助かります」 

ヘンリーはすっかり乗り気になり、すぐに返事を書きまし

た。「……もうじき、印刷されたカードが届くでしょう。この祈り

を見つけた人におめでとうと伝えてください。私も、これほど

までにインパクトのある文章を今まで見たことがありません。

店に来るＡＡメンバーたちに見せたら、たちまちコピーを欲し

がりました。部数が分からなかったので、とりあえず５００枚印

刷しておきました。もっと必要であれば知らせてください。とこ

ろで、代金はいりませんよ。しらふの今は仕事がありますか

ら」 

ルースは６月１７日に手紙を書きました。「あなたの寛大な対

応に、みんな心から感謝しています。ワシントンのメンバーに

も気に入ってもらえてよかった。この祈りには、本当に特別な

力があるように思えます」 

 

ＮＹＧＳＯ発行"Marking Vol.28 No1 Spring2008"より 

 


